平成２０年度「魅力ある大学院教育」イニシアティブ支援プロジェクト
大学院生の自主企画による研究セミナー実施報告書

Ⅰ．企画内容
（１）セミナーの名称
「○○○による○○○・・・セミナーのタイトル」

（２）開催日時・会場

2008年○○月○○日（　）　○○：○○～○○：○○　○○棟○○○室
（３）講演者

○○　○○（○○大学○○学部助教授）

○○　○○（奈良女子大学大学院人間文化研究科博士前期課程）

○○　○○（○○会社○○部門主任）

○○　○○（○○支援グループ○○の会幹事）
（４）企画者

○○　○○（人間文化研究科博士後期課程社会生活環境学専攻○○コース）

○○　○○（人間文化研究科博士前期課程○○専攻○○コース）

（５）支援教員

○○　○○（○○学部○○学科教授）

（６）参加人数
○○名（内訳：［学内］教職員○○名，大学院生○○名，学部学生・研究生○○名，［学外］○○名）
（７）セミナー概要
セミナーの目的、内容、成果について1000字程度以内にまとめたサマリー。詳細については、続く「Ⅱ．実施報告」に記述する。

Ⅱ．実施報告

１．主見出し
1.1　副見出し

　実施報告の本文については、講演内容・質疑応答・ディスカッションなどの実施記録をまとめるとともに、講演者からのコメント・アンケートの集計結果・企画者の感想などに基づき企画者の総評・総括を記述すること。用紙の上と左右に25mmずつ、下に30mmのマージンをとる。1ページあたり34～35行程度とする。章や節の見出しは、MSゴシックとする。章と章の間（見出しの上）に1行の空行を入れる。文字サイズは10.5ポイントとする。図や写真の配置については、文章領域に収まる（マージンにはみ出ない）ように配慮する。

２．ページ数・綴じ込み資料
　ページ数の目安は、綴じ込み資料を含めて10～20頁程度。綴じ込み資料頁は、「Ⅱ．実施報告」の後に入れる。綴じ込み資料としては、ポスター、講演者の映示資料・配布資料（講演者より掲載許可が得られている必要がある）、アンケートや参加者の感想などの集計結果、など。綴じ込み資料頁については、資料の種類ごとに頁の右肩に、資料名称を張り付けること（平成19年度報告書冊子体を参照）。
３．文責
　総評・総括の最後に文責を入れる。なお、章ごとの執筆担当者が異なる場合は、各章の終わりに文責を入れる。
（文責：○○　○○）

各見出しはMSゴシック10.5ポイント


記事はMS明朝10.5ポイント左2文字分インデント








